
団体名

項目

2.目標

　※評価について 　４：よくできた、３：まあまあできた、２：あまりできなかった、１：まったくできなかった

5.次回の
　取り組み 銀杏祭での展示に向けてお稽古

6.次回活動
　 の目標 一人ひとりが華展に向けて集中してお稽古をする。

今回の取り組みについての評価 4・3・2・1

部員同士で積極的に意見を出し合いながら、作品展示を
する。

3.結果報告

24日に準備を行いました。お花の他に、部員が合宿で作っ
た益子焼の花器やガラスなども展示しました。置く位置を
みんなで何度も確認したり、活動写真も壁に貼ったりと協
力して作業できました。
当日の25日26日には、たくさんの人が立ち止って、作品や
展示物をみてくれ、良かったです。

4.目標と結果
  のギャップ

今回は、皆がどんどん意見を出してくれたので、良かった
です。
花は、置く場所や全体のバランスで印象が変わるので、こ
のように話し合いながらやることが大切だと改めて感じまし
た。

活動報告書

華道愛好会

内　　　容

1.活動内容

  活動名（大会・行事等）： 　オープンキャンパスでの展示

  活動場所：　大正大学３号館

  活動日時：平成　24年　８月　24日（金）～　８月　26日（日）


